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大塚森 (夷森) 古墳の発掘調査成果
i:li 秀 人
l・ は じ め に
東北学院大学考古学ゼミナールでは, 古填時代社会の北端の様相を解
明することを主要なテーマの一つ として活動している。
近年は主として古填時代前期の様相について検討を進めてぉり, その
活動の一環としてl994年秋に宮城県北部いったいの古;城,集落遺跡の踏
査を行つた。 その結果, 古填時代前期において集落と古1買が共に分布す
る地域は宮城県の中部, 大崎平野までであり, 現在のところその北限は
現在の鳴瀬川流域であることが確認された。 また, この北限地域には束
か ら, 著名な山前通跡を含む現在の小牛田町周辺, 青塚古頻を中心とす
る古川市西部, それに大塚森古墳を中心とする宮崎町, 中新田町周辺の
三カ所に古墳時代前期の古墳, 集落の集中地域がある(辻1997)ことが
認 識 さ れ た ( 第 l 図 )。
このような古1資時代前期の北限地域の様相を解明するため, 三カ所の
中でもっとも実態が不明であった宮崎町, 中新田町に分布する遭跡群の
中からその中心となる大塚森古填を取り上げ, 調査を実施することとし
たo
まず最初に共同研究の一部として1995年3月に測量調査を実施し,引
き続いて城丘, 埋葬主体, 基道, 周演の発掘調査を実施, これら一連の
調査の成果により, 古;噴時代前期における北限の首長の墓の実態が次第
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に判明してきた。 調査成果の詳細は今後予定している最終的な調査の成
果を加えて近く報告書で公表する予定であるので, ここではこれまでの
測量調査, 発掘調査を通じて判明した古填の概要と, 調査の結果から考
えられた古填の築造から埋葬,埋め戻しに至る過程を中心に報告したい。
なぉ, 本古填は, 故伊東信雄博士に よ り, 夷森古墳として紹介されて
お り  (伊束信雄l957), 宮城県の通跡地名表にも同名で記載されている
(宮城県教育委員会l973)。一方, 古墳の所在する宮崎町では, 大塚森古
填の名称を主として使用している (宮崎町l973, 宮崎町教育委員会
l992)。小論では, 安永風土記などに見え, 大塚森という名称が古くから
使用されていたことを踏まえ,主として大塚森古填の名称を採用したい。
夷森古填の名称は, 近くの大黒森古填の「大黒」 との対比から使用され
たもののようで, 比較的新しい名称と理解している。
2・ 古境の所在地, 周辺の遺跡
大塚森古擴は富城県加美郡宮崎町米泉字小池裏及び夷に所在する。 古
墳は鳴瀬川に合流する田川の北岸にあたり, 北西から南東にのびる丘陵
のなだらかな斜面上に所在する。 古項の;廣頂には三等三角点 「夷森」 が
あ り, ;廣頂からは田川の流域をはじめ広く大崎平野の北部を見渡すこと
ができる。
大塚森古1買の周囲には, 各時期の通跡が多く分布している。大塚森古
境の築造時期と考える古墳時代前期を取り上げると, 第l図に示した通
りである。大塚森古墳と谷をはさんで南西約200 mの地点には大黒森古
城がある。大黒森古填は直径約38m, 高さ約5mの大形円;廣で, 採集さ
れた土師器の特徴は大塚森古城よりも築造時期がやや古い可能性がある
ことを示している。 大塚森古1買に連なる地域の首長墓と見られる。 大塚
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森古墳の北西約400 mの地点には三吉平過跡があり, 塩釜式の土師器が
採集されている。 大塚森古墳の築造時期の集落である。 同様に大黒森古
墳の北西約100 mの地点(仮称米泉遺跡)では,道路に切られた丘陵断
面に塩釜式の住居跡が観察される。 注意深く見ると, この地点の周囲に
は地表からわずかに窪んだ地点がいく っか あ り, 竪穴住居が埋没してい
ると判断された。
また, 大塚森古墳の束約3km に前方後方墳(前方後方形周樹墓)が検
出された中新田町熊野堂過跡(束北学院大学考古学研究部l987)があり,
束北束約4kmの地点には前方後方墳である氷室B古墳がある。 いずれ
も古墳時代前期のものと判断される。
以上のような古墳時代前期における古墳, 集落の集中地域の中で, 大
塚森古墳の規模は明らかに突出してぉり, この地域の最大の勢力をもつ
地域の首長の墓と考えられる。
.:
三言平
大:原
-0
':!
、二
第 1 図  北限の古城と集落 (古城時代前期)
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大塚森(夷森)古類の発掘調査成果
(1) 測量調査
測量の結果, 大塚森古墳は直径46.7m,高さ7.8m, 墳頂平坦面直径18
m前後を測る円墳であることが判明した。墳丘西側の裾部がやや削られ
て ぉ り, 墳丘南束部分に部分的な投乱があるが, 概して保存状態は良好
であった (第2図)。
墳丘斜面は全体に均質に見えたが, 北側斜面を観察すると, わずかな
傾斜変換線が標高54m̃55m付近と , 5 1 m̃52m付近の等高線のあた
りで観察された。測量の段階では少なくとも下段の平坦面は確実と考え
た が, 上段に ついては確信するにはいたらなかった。 従つて域丘は二段
築成または三段築成と考えられた。
また, 墳丘周囲の休耕中の水田の畦, 道路の形状から, 比較的幅の広
い周濠の存在が予想された。
墳丘南束側の繼乱の部分で観察した結果, 墳丘の大部分は積み土で築
写真1 発掘調査前の大塚森古城
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第 2 図  大塚森古擴測最図
かれている こ と, 墳丘には川原石を用いた葺石が存在する こ とが判明し
た。
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(2) ;頭丘,周標調査
:l斑fi1 の発掘調査の結果, 測;bt調査で想定された位置2 力 所 で テ ラ ス が
確認され,墳丘は三段築成であることが判明した。また,上段,下段と
もにテラスの直上にあたる位置に ヨllf石が検出された (写真2)。
葺石には川原石が用いられており, 基底部分では長軸を横方向に向け
て, その上部では長手方向を墳丘に突き刺すような方向で組まれていた。
算石はなかば崩壊した状態で検出されたが, 城 l:i:_斜面の状況や葺;石のi,11
から見て城丘全体を覆うものではなく , テ ラ ス 直 上 か ら 高 さ 約 1 m ぐ ら
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写 真 2 jff f l:北側斜面のテラスとl[i:石 ( 第 1  ト レ ン チ )
'j:.真3 i質l 1 _西側斜面のlft 1 一一,スと -l11イ i ( 第 3  1 、 レ ン -f- )
いの範囲に 1 1本巻き状にめぐっていたと判断された。 1与'真 3  に,J、した第3
ト レ ン チ で 検 出 し た;,' 1:石は着f j1;j 1t し て い る も の の ,  築造当時の安に近い
と思われる。
こ う し た こ と か ら , 城 f i :は2条のテラス が巡る三段築成で, それぞれ
のテラスの直上に _ 1 - 下幅1 m 前後の 11111石が 1 l'.1;状 に め ぐ る も の と 考 え ら
れた。
崩壊したi11lf二iに混じって,  多くのii 形:l二器の破片が出:上し, tlt頂 か ら
落下したものと判断された。 l義fはすべて来一彩で, 焼成前に底部 .,'1fflu さ れ
て い る 。  多くが二重口緑の個体であるが一部に単純口緑の個体も合まれ
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ている。底部の数から見て, 多数の壼形土器が;買頂に配置されていたと
見られる。
周濠はごく 一部の調査にとどまっているが, 予想のとおり, ほぼ現在
の農道や水田の畦に沿つて検出されている。上端幅20 m前後, 深 さ 1・6
m前後を測る。周濠内の堆積土の観察から, 常時帯水があり, 近年まで
埋まりきっておらず, 湿地のような状態であったと見られる。
4. 古境の入り口と基道と作業用通路
測量調査を終了した後, 東京工業大学亀井宏行氏を中心とする研究グ
ループによって本古墳を対象として各種の探査が行われた。 これは文部
省科学研究費重点領域研究「遺跡探査」の一環として行われたもので, そ
の成果の一部はすでに公表されている(斎藤正徳, 亀井宏行, 島倉 信,
井宮 惇l996)。
探査は多様な方法で行われたが, その内の一つ, レーダ一探査により
周演の大まかな平面形を確認することができた。 測量調査で想定された
ように幅の広い周濠が古墳の周囲を巡つていたが, 境丘を一周すると思
われた周演は, 南南西の位置で一部でとぎれることが判明した。 このと
ぎれの部分は後に発掘によっても確認された。
この発見により, 周濠には掘り残された陸橋があり, ここが古墳の入
り口となっていること, 及び入り口から古擴内部に至る通路が存在する
ことが想定され, その解明のための調査区(第7,8トレンチ)が設けら
れた(第3図)。 予想どぉり, この調査区では毒石の下層で, 新旧2時期
にわたる通路状の遺構が検出された (第4図)。
新しい遺構は, 填丘中段に始まり, 後述の填頂平坦面で検出された墓
擴へと続く通路で,埋葬終了とともに墓城と同じ手順で埋め戻される。埋
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第 3 図  大塚森古城発掘調査全体図
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写真4 作業用通路階段状過構
め戻された後にさらに葺石がその上に構築され, 完全に閉じられてしま
う 。  その掘削から閉じられていく過程から見てこの遺構が墓道として機
能 し て い た こ と は 明 ら か で あ る。
一方, 古い遭構は,遭構内の堆積土が新しい遺構の相対的な地山となっ
て い る こ と か ら ,  墓城, 墓道の掘削の段階では埋め戻された状態であっ
たと判断される。墳丘中段の最下部から始まり, 墳頂部までのびている。
墓 城 に よ っ て 壊 さ れ て い る た め, 最終的な到達場所は分からないが, 残
された部分の観察では,墳頂中央に向かってのびているように思われる。
- 40 -
大塚森(実森)古城の発掘調査成果
第 4 図  基道, 作業用通路棋式図
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この通路状遭構の底面は特別な土を用いて固められており,部分的には
足がかりのための窪みが階段状に連なる様子が観察される(第4図)。 こ
の過構は墓城が掘削される前に埋め戻されていることから, 埋葬の儀礼
に関わるものではなく , それ以前の行為, たとえば古墳築造に関わる作
業あるいは被葬者の生存中に行われる儀礼などに用いられたと考えられ
る。 とりあえずは作業用の通路と理解しておきたい。 このような理解が
正しいとすれば,本古墳は被葬者が生存中に築かれていることになろう。
この遺構の存在は本古墳が寿陵であることを強く示唆している。
5. 埋葬主体の概要
本古墳の墳頂平坦面は後世
の 遺 構 に よ っ て 乱 さ れ て お
り,  本来の遭構面は造存して
いない。 従つて墳頂に据えら
れていたはずの壺形土器も検
出できなかった。
精査の結果, 長辺12.4m,
短辺8.5mを測る大型の墓;職
の平面形を検出し, その中央
やや東よりに陥没坑の存在を
確認した(写真5, 6)。 陥没坑
内の最上層は人為的に埋めも
どされた土であったがその直
下に薄い黒色土があり, この
層が古墳築造時の墳丘面と判
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写真5 陥没坑検出状態
写真6 陥没坑掘り下げ
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断された。 この層から土師器の小片が多く出土し, 埋葬終了後に土師器
を破砕し, 墳頂にまき散している様子がうかがわれた。
検出したプランに従い墓;l演内を掘り進めていったところ, 当初確認し
た lflill没坑の西側に平行するもう 一つの陥没坑があることが判明, さ ら に
掘り進めて東西にならぶ 2基の粘土榔を検出した。
束側の粘土都は長さ約7.9m,  幅約1.0 mの長大な木棺を粘土で覆つ
たもので, 検出時には天井部分が崩落した状態であった。 棺内に崩落し
た粘土は両側面近くは比較的厚く堆積していたが, 中央部分にはほとん
写真7 束西粘土部検出状況
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第 5 図  大塚森古填主体部実測図
大塚森(実森)古城の発堀関査成果
どなく, 棺の蓋の中央付近は粘土で覆われず, 露出していた可能性があ
る。底面からは遺物は出土せず, 副葬品は検出できなかった。被覆粘土
よりも上層でガラス小玉が 2点, 朱の微細な粒が数点出土した。
西側の粘土細ま束粘土都よりもひとまわり小さく, 被覆された木棺は
長さ約7.7m, 幅0.8m程度と推定される。東の粘土都と同様に天井部が
崩落した状態で検出された。底面からは, 管 玉 l, ガラス小玉50個で構
成される一連の装飾品(手玉) と板の残片と見られる漆製品が出土した。
また, 被覆粘土上層からは比較的多い点数の朱の微細な粒子と, 鐵身を
折り取つた矢柄の先端部分が十数点出土した。 これらの被覆粘土上層か
らの出土した資料はもともとは粘土都の上におかれていた可能性が高
いo
6. 古城築造から埋開了まで
棺の精査, 写真撮影, 実測図作成終了後, 部分的に粘土都を断ち割り,
下都構造および, 構集手順を検討した。 その結果, 東西ともに粘土都の
下部の南側(基道に近い部分)に排水用かと日される際敷が検出された。
また, 土層観察の結果, 東西両粘土1部の構築手順がほぼ明らかになった。
このような観察結果とその他の所見を合わせて古1買の築造から主体部の
構築, 埋葬終了までの過程を現在ところ以下のように理解している。
( l )  城丘の第造
① 築造場所の選定, 總張り。
② 陸橋部分を除き, 周演を掘削し, その土で:廣丘を築く 。
(現在の計算では周演部分の土量は;廣丘の積み土に近いと推定し
ている。)
③ 作業用通路を堀削する。
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第 6 図  過物出土状況
④ 作業用通路の場所をのぞいて葺石を構築,二重口縁壷を墳頂に据
える。
⑤ 作業用通路を埋め戻す。
※以上の作業は被葬者の生前に行われたと考えられる。 お そ ら  く
被葬者の生きている期間にはなんらかの祭祀行為がつづけられ
たのだろう。
(2) 埋葬主体の構築
① 墓額と墓道を新たに掘り込む。
② 墓額内西側の墓道よりに際数きを置く 。
③ 礫数きを一部覆つて粘土床を置く 。
④ 粘土床上に西棺の棺身を置く 。
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(木棺が割竹形か否か今後の検討課題)
⑤ 棺身の両脇に粘土を積み, 粘土都の側壁を作る。
⑥ 棺身の上縁の高さまで墓城内全体及び墓道内を暗褐色の土で埋め
戻す。(埋め戻し に使われる土は墳丘積み土とは明らかに違うもの
で, 意識的に選ばれている可能性が高い。)
⑦ 束都に対応する部分を埋め土を切りこんで掘りくぼめ, 据え方と
する。
⑧ 据え方の墓道寄りの部分に礫を数く。
⑨ 据え方内に粘土を敷き , 束棺の棺身を置く 。
⑩ 棺身の両側, 据え方との隙間に粘土を充填する。
⑪ 束棺に蓋をし,その上を粘土で覆う 。
(この時までには束棺には遭体が安置されている。)
⑫ 西棺に蓋をし,粘土で覆う 。 (遭体安置済み,束西両棺は同時埋葬
と考える。)
⑩ 粘土都の粘土の中あるいは上に鉄主族の鑑身を折り取つた矢柄の先
端を置く
⑭ 両都の間に露出する土の部分を薄い粘土で覆う 。
⑮ 墓;t廣内から墓道にかけて暗褐色土を半分程度理め戻す。 ( ⑥ と ほ
ぼ同じ土を用いる 。墓
道側は薄く , 反対側は
厚い。 この土の中には
朱の粒子が少量認めら
れ,埋め戻す過程で何
回か朱をまくなどの儀
礼が行われている可能 写真8 小石を円形に置く過構
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第 7 図  東西粘土都断ち割り断面図
・ltをaえて始土をaむ
基a自に土を入れ3
- 被nli土
開 」 配 色ai土
、nをaえてllli土を売aする
( ト ー ンa分は作集llll9を表す)
第 8 図  東西粘土部構集手順模式図
性が高い。)
⑩ 基城と基道が略半分理ま った段階で小石を円形に置く遺構があ
り, 何らかの儀礼が行われた可能性が高い。
@ 残りの基願, 基道の部分を;城丘積み土と同じ土を用いて完全に埋
め戻す。
⑩埋め戻された基;城の上で(共飲, 共食の)儀礼を行つた後土器を
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破砕して播く 。
⑩ 完全に埋め戻された基道の上に毒石を置き, 基道の痕跡を隠す。
(毒石は境丘構築時にほぼ完成しているが,基道部分だけが組み上
げずに残されている。 このことは毒石の基底石の列が墓道部分だ
けが食い違つていることから判断された。)
7. 終 わ り に
本古墳の築造年代は出土した二重口縁の壷形土器の特徴から古1資時代
前期後半と考えられ, 埋葬の様相もこのような想定に矛后しない。小論
では4年にわたる大塚森古頻の調査成果の中から主として埋葬の過程に
しぼって現在の見解を提示した。 ここで述ぺた埋葬の過程は古;墳時代前
期の大和を中心とする各地の古填の理葬のあり方と共通するものであ
り,大塚森古填を築いたこの地の首長のあり方を示唆するものであろう。
埋葬の過程の他にも検討課題は多く, 事実関係や解釈など残された間題
も多いが, 個々の具体的なあり方を解明することによって古填時代社会
北端の首長のあり方, ひいては地域の中間権力のあり方を解明すること
につながると考えている。今後さらに最終的な発掘調査により, いくつ
かの問題を解明し, その成果も合わせて近く刊行を予定している報告書
の中でさらに検討結果を公表したいと考えている。
4年間にわたる発掘調査の実施にあたっては,地主後藤妙子氏,片平早
朔氏, 宮崎町教育委員会, 宮崎町農村環境改善センターの皆様に多大な
ご協力をいただいた。記して感謝申し上げたい。 また, ,連の調査のう
ち測量調査の実施については束北学院共同研究の助成を, 填丘の発掘調
査の実施については, 高梨財団の助成を, 主体部の調査については文部
省科学研究費の補助金をいただいた。 ここに述べた成果はこれらの援助
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の 1陽物であることを明記し,  感謝の意を表したい。
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